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26．産婦人科
産婦人科部長　辻岡 寛

　本邦の年間出生数がはじめて100万人を割り込んだのが2016年のことでしたが、2024年の年間出
生数は72万人と見込まれています。少子化は予測を大きく上回る速度で悪化しており、分娩数はも
ちろん、周産期領域の症例数の落ち込みは顕著です。当院でも2013年の651分娩をピークとして分
娩件数の減少が続き2023年には317分娩まで落ち込んでおりましたが、2024年はわずかですが増加
しています。妊産婦の高齢化などに伴い、ハイリスク症例の比率はむしろ増加しており、結果的に
総合周産期センターでの管理が必要となる割合が増加しているものと推測されます。近い将来には
分娩施設の集約化の議論は不可避であり、当院の存在意義を改めて認識する状況になっています。
　少子化対策の一環として、産後ケア・子育て支援は重要な国の方策であり、当院でも助産師主導
のもと積極的に導入しております。予想以上に需要は高く、多くの方に利用していただいております。
まだまだ、始まったばかりの産後ケア事業ですが、確実に実績を蓄積しています。
　一方で婦人科領域の症例数は堅調に推移しています。2024年はロボット支援手術や、vNOTES
などの新規手術の導入を行ない、さらに治療選択肢が広がりました。

婦人科入院統計
疾患 数

子宮頸癌 67
子宮頸部中等度異形成（CIN2） 28
子宮頸部高度異形成（CIN3、CIS） 41
子宮頸部上皮内腺癌（AIS） 0
子宮体癌 134
卵巣癌 87
その他の癌 3
絨毛性疾患 7
子宮筋腫 92
子宮腺筋症 13
卵巣腫瘍 75
子宮内膜症のう胞 8
骨盤内臓器脱 5
異所性妊娠 9
子宮頚管ポリープ 2
子宮内膜ポリープ 25
子宮内膜増殖症 9
月経異常 0
PID 6
STD 2
流産・中絶 (妊娠 12周未満 ) 17
その他 35
計 665

婦人科疾患別入院患者数　665（名）
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産婦人科手術統計
疾患 数

子宮頸癌（広汎子宮全摘術） 1
子宮体癌根治術（開腹） 18
子宮体癌根治術（腹腔鏡） 7
卵巣癌手術 20
試験開腹 0
審査腹腔鏡 1
腹式単純子宮全摘術（ATH） 38 （35％）
全腹腔鏡下子宮全摘術 (TLH) 47 （43％）
ロボット支援下子宮全摘術（RaSH） 14
腟式腹腔鏡下子宮全摘術（vNOTES） 7
腹腔鏡補助下腟式子宮全摘術 (LAVH) 2 （2％）
腟式子宮全摘術 (VTH) 2 （2％）
腹式子宮筋腫核出術 5 （63％）
腹腔鏡下子宮筋腫核出術（LM） 3 （38％）
腟式腹腔鏡下子宮筋腫核出術（vNOTES） 1
腹式附属器手術（付切、核出術含む） 11 （15％）
腹腔鏡下附属器手術（付切、核出術含む） 64 （85％）
腟式腹腔鏡下附属器手術（vNOTES） 3
異所性妊娠（開腹） 0
異所性妊娠（腹腔鏡） 7（100％）
帝王切開術（選択的、緊急） 140
子宮鏡下切除（子宮筋腫） 11
子宮鏡下切除（子宮内膜ポリープ） 27
子宮鏡下切除（子宮頸管ポリープ） 2
子宮鏡検査（子宮内膜全面掻爬術） 26
レーザー蒸散術 12
子宮頸部円錐切除術 51
子宮内容除去術（流産、中絶） 22
子宮頸管縫縮術 7
その他 13
計 562 (月平均46.83)

産科統計
疾患 数

総分娩数 348
経腟分娩 200
帝王切開 148(42.5%)
多胎妊娠 14
中期分娩 11
早産症例 66(19%)
NICU 入院 109(31.3%)
母体搬送受け入れ 109
母体搬送依頼 1

産後ケア事業
2022 年度 2023 年度 2024 年度

ショート 14 19 43
デイ 4 2 29
母乳相談 18 16 42
アウトリーチ 4
収益 1,064,700 1,560,700 2,015,450

婦人科悪性腫瘍統計
疾患 数

子宮頸癌 13
子宮頸部上皮内腫瘍（CIN3・CIS） 38
子宮頸部上皮内腺癌（AIS） 1
子宮体癌（子宮癌肉腫含む） 24
子宮内膜異型増殖症 1
子宮肉腫 0
卵巣癌・腹膜癌・卵管癌 13
卵巣境界悪性腫瘍 7
腹膜癌肉腫 0
腟癌 1
高度腟上皮内腫瘍 0
外陰癌 0
胞状奇胎 3
臨床的侵入奇胎 1
原発不明癌 0
転移性子宮体癌 0
転移性子宮卵巣癌 2
計 104

産科入院統計
疾患 数

陣発　破水 155
切迫流早産 61
管理入院 125
既往帝切 52
流産・中絶 (妊娠 12週以降 ) 12
羊水検査 0
妊娠悪阻 14
頚管無力症 3
その他 13
計 435

産科疾患別入院患者数（435 名）


